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い
く
要
と
な
る
組
織
の
位
置
づ
け
と
な
り
機
能
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。

法
人
と
し
て
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
、
地
域

福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
た

め
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
各
関
係
機
関
や
組
織
と
の
連

携
、
利
用
者
、
家
族
、
後
援
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
を
中
核
と
し
た
連
携
を
大
切
に
し
て
実
践
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
総
務
・
企
画
部

亀
田
）
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トピックス ❷

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
連
携
室
が
設
け
ら
れ
、
各

地
域
の
家
族
会
や
後
援
会
な
ど
の
活
動
支
援
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

生
産
活
動
部
は
、
昨
年
の
到
達
点
の
上
に
立
ち
、

作
業
種
目
と
生
産
の
部
分
、
販
売
の
部
分
な
ど
で
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
工
賃
目

標
達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
方
針
を
出
し
て
い
き
ま

す
。自

立
生
活
支
援
部
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
相
談
事
業
、

就
労
支
援
事
業
、
障
が
い
の
重
い
方
た
ち
の
日
中
支

援
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

居
住
支
援
事
業
部
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア

ホ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
か
ら
独
立
し
、
ひ
と
つ

の
事
業
所
と
し
て
運
営
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

各
地
域
に
根
ざ
し
て
法
人
事
業
を
実
践
し
て
い
く

の
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
各
事
業
所
で
す
。

本
部
事
務
所
に
は
各
部
の
部
長
が
お
り
、
各
担
当

部
を
統
括
し
ま
す
。
法
人
各
事
業
の
情
報
が
法
人
事

務
局
に
集
ま
る
こ
と
で
、
課
題
ご
と
の
理
念
や
計
画

を
共
通
認
識
と
し
、
今
年
度
法
人
課
題
を
推
進
し
て

平
成
二
二
年
度
四
月
よ
り
、
旧
こ
ぶ
し
作
業
所
に

法
人
本
部
事
務
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
常
務
理

事
、
常
任
理
事
を
常
駐
と
し
、
総
務
企
画
部
（
総

務
・
企
画
課
、
財
政
課
、
地
域
連
携
室
）
、
生
産
活

動
部
（
生
産
活
動
課
）
、
自
立
生
活
支
援
部
（
相
談

支
援
課
、
就
労
・
生
活
支
援
課
、
活
動
支
援
課
）
、

居
住
支
援
事
業
部
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー

ム
）
が
入
っ
て
お
り
、
法
人
事
務
局
と
し
て
業
務
に

あ
た
り
ま
す
。

総
務
・
企
画
部
は
、
今
ま
で
各
事
業
所
で
行
っ
て

い
た
会
計
業
務
や
総
務
関
係
の
仕
事
を
法
人
で
ひ
と

つ
に
し
、
迅
速
に
財
務
の
数
字
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
し
た
り
、
法
人
に
必
要
な
情
報
の
伝
達
や
、
集
中

が
徹
底
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を
業
務
と
し

二
年
目
の
畑
を
耕
す
（
セ
ル
プ
・
み
ら
い
）

こ
ぶ
し
の
会  

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
か
ら

「
本
部
事
務
所
オ
ー
プ
ン
」
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の
日
曜
日
に
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん
、
福
祉
協
力
員

の
皆
さ
ん
、
自
治
会
役
員
の
皆
さ
ん
二
〇
人
の
方
々

を
お
招
き
し
て
、
お
披
露
目
と
交
流
会
を
開
き
ま
し

た
。
当
日
は
朝
九
時
か
ら
、
若
松
原
二
丁
目
自
治
会

の
総
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
で
仲
間
入
り
の
あ
い

さ
つ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
会
長
さ
ん
の

「
障
が
い
が
あ
っ
て
も
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
は
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
か
ら
至
極
当
然
の
こ

と
。
皆
さ
ん
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
あ
い

さ
つ
に
感
激
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
披
露
目
と
交
流
会
は
一
一
時
か
ら
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
寒
い
中
、
早
々
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
今
度
の
「
と
き
わ
荘
」
は
、
完
全
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
、
浴
室
は
単
独
用
と
介
護
用
、
ト
イ
レ
も
二

か
所
、
洗
面
所
も
二
か
所
、
洗
濯
機
も
二
台
準
備

し
、
日
中
留
守
に
な
る
こ
と
を
考
え
、
サ
ン
ル
ー
ム

も
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
人
で
で
き
る
人
と

援
助
が
必
要
な
人
そ
れ
ぞ
れ
が
利
用
し
や
す
く
作
ら

れ
て
い
る
の
が
特
長
の
「
と
き
わ
荘
」
に
、
皆
さ
ん

驚
き
と
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

一
通
り
見
学
が
終
わ
っ
た
後
は
交
流
会
。
利
用

者
、
家
族
、
職
員
の
自
己
紹
介
、
そ
し
て
、
利
用
者

❸ トピックス

を
代
表
し
て
、
牛
丸
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
文
字
盤
を
使
っ
て
あ
い
さ
つ
し
、
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

見
学
者
を
代
表
し
て
、
福
祉
協
力
員
で
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
家
で
も
あ
る
松
本
さ
ん
か
ら

「
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
も
の
が
で
き
て
う
れ
し
い

で
す
。
こ
こ
が
地
域
福
祉
の
拠
点
・
発
信
の
場
所
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待
し

ま
す
。
私
た
ち
も
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
て
い
き

ま
す
」
と
、
力
強
い
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

肌
寒
い
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
交
流
す
る
リ
ビ
ン
グ
は
、
あ
た
た
か
く
和
や
か

な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
中
で
普
通
に
暮
ら
す
こ
と
は
、
ご
く
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
、
障
が
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
よ
る
困
難
も
現
実
に
は
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
が
毎
日
生
活
す
る
姿
を
通
し
て
、
そ
れ

ら
の
解
決
へ
の
道
は
開
け
、
地
域
の
期
待
に
応
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

（
鈴
木
）

「
こ
ぶ
し
の
と
き
わ
荘
」
が
引
っ
越
し
ま
し
た
。

新
築
の
借
家
で
す
が
、
設
計
の
時
か
ら
希
望
を
聞
き

入
れ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
ケ
ア
ホ
ー

ム
が
で
き
ま
し
た
。

三
月
一
五
日
に
一
部
引
っ
越
し
を
行
い
、
二
八
日

「
こ
ぶ
し
の
と
き
わ
荘
」

お
披
露
目
と
交
流
会

ときわ荘内覧会



特集 ❹

平成２２年度
社会福祉法人こぶしの会事業計画の概要

去る３月28日、とちぎ福祉プラザにおいて第23回評議員会、及び第123回理事会が開催され、平
成22年度社会福祉法人こぶしの会事業計画と予算が承認されました。以下は、その概要と予算書で
す。

はじめに、今年度の事業計画は、この間の障がいある人々の社会環境について触れ、以下のよう
にまとめています。
世界同時不況をはじめとする社会的環境の悪化により、障がいある人々の就職、生産活動や暮ら
しの困難さをを増幅させましたが、その中で痛切に感じるのは、法人理念を実現する取り組みの中
で私たちが学んできた、顔の見える地域の中での、共生の地域社会づくりで培ってきた「地域との
信頼関係構築」こそ外的環境を克服する原動力であることの確信です。
また、政権交代による障害者自立支援法の廃止と総合福祉法制定への歩みは、法人に大切な教訓
として学ぶものが大きかったと思います。それは、制度・施策の変化に左右されずに、社会福祉法
人こぶしの会第２次中長期計画で確認した「３つの理念に基づいた事業経営」を推進することこそ
が、障がいある人々とその関係者の未来に光を指し示すものであるということです。
法人設立30周年、無認可共同作業所発足35周年を迎えた社会福祉法人こぶしの会の役割は、諸先
輩の発足の意志を今日的に引き継ぎつつ、さらに大きくなっています。
昨年は、組織の改革を基礎に法人機能を発揮し、経営、職員、利用者・家族、後援会が法人内で
連帯し、一体感を感じる法人経営づくりを目指しました。今年度も、その意志を継続しつつ社会福
祉法人こぶしの会中長期計画（第２次）の趣旨と法人理念に則り、以下の重点課題を中心に事業経
営を進めます。

平成22年度事業計画の重点課題
まず最初に「全利用者工賃３万円の追求（２４年までの３ヶ年計画）を
はじめとした利用者支援の最適化を図る」ことです。
昨年は、支援内容別に５つの課を設置し、就労（日中活動）支援、居住生活支援を含む自立生活
支援の考え方とプログラム、マニュアルの整備を進めてきました。今年度は、個別支援計画にプロ
グラムやマニュアルを反映し、支援の中身づくりを深めていきます。
また、支援は外的環境づくりが重要です。その中でも、利用者が働きがいを感じることのできる
生産活動の中身の充実が挙げられます。単に、働く場を準備するだけでなく、やりがいを感じる仕
事（ディーセントワーク）をつくることが大切です。これは、障がいの重い利用者も同じです。今
年度から、法人内の全事業所が自立支援法の新しい事業に移行し、移行時に就労支援基盤の充実
や、多様な障がい分野に対応するバリアフリー化のための補助金を利用し、施設や設備を改善して
いきます。ハード面だけでなく、専従の生産活動部職員配置を要に、専門家（中小企業診断士、専
門職人、管理栄養士、農業者、商工会、企業（団体）、研究機関（農業、経営））の配置や関係者
との連携を強めて、魅力ある生産活動をつくっていく計画です。
重い障がいのある利用者への支援充実も大切な課題です。活動支援部（生活介護事業・精神障が
い分野）の取り組みを充実し、看護師、医療・リハビリ、介護専門職の配置や連携を強めて、安心
して作業所生活ができるような体制づくりを進めます。欧米では、保護雇用の工場（日本の作業所

特 集特 集
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のような福祉的就労の場であるだけでなく、労働基本権が保障されています）には、医療的リハビ
リテーション施設が付帯され、労働と医療、福祉が一体となって障がい者の就労を支えています。
私たちも、水準は低くても、新しい生活介護事業の積極的側面を活かし、医療・リハビリの体制を
つくっていきたいと考えています。
就労・生活支援課や活動支援課、居住生活支援課等で深められた支援計画は、各事業所の中で実
践に移されてこそ意味があります。今年度は、支援課題の実施を強めるために、所長会議、主任会
議を定期的に開催し、事業・支援計画、生産活動計画を現場に反映できるように取り組んでいきた
いと思います。
また、従来の本人活動の支援を強化し、総務・企画課を窓口に定例懇談会を開催し、利用者本人
が主体的に作業所づくりに関わり、自分の人生を自ら、なかまたちと連帯しながら障がいを切り開
く力を強めていきます。

２つめは、
「職員の働きがい・生きがいづくりを実現するしくみの構築と充実」です。
その内容は、法人の教育・研修制度に基づいた研修や、各部・課の研修・学習の充実に力を注ぐ
ことです。また、教育・研修体系と統合された人事・給与体系の構築とキャリアパス制度の確立
（人事委員会）、法人のマトリックス組織を円滑にするため、インターネットを利用した情報共有
システムの構築（同プロジェクト）を進めていきます。

３つめは、
「みんなでつくる社会福祉法人こぶしの会の実質化を図る」です。
今年度は、評議員、関係者の運営参加をすすめていきます。例えば、常設委員会、プロジェク
ト、実践交流集会などに理事、評議員、家族会、後援会員の参加を進めます。
また、地域家族会、後援会活動の支援を強化し、法人内の経営者・職員、関係団体の連携づくり
を図っていきます。具体的には、３つの地域のリーダー会議を開催し、本格的に地域との連携を強
めるための計画をつくり、実施していきます。

最後は、
「理念を実現する法人機能の強化」です。
理事会、常任理事会を隔月定期開催し、年度方針の適切な具体化を進めます。
また、経営統括を担う常勤理事（常務理事、常任理事）と法人事務統括責任者（総務・企画部
長）の日常的連携を強め、法人課題の着実な前進を図ります。
さらに、法人の一体的経営を進めるために、その中枢となる総務・企画部の本部設置と全書記の
本部事務所配置、生産活動課専従職員の本部配置、法人の支援力を底上げする地域生活・居住生活
支援部長、就労・生活支援部長を専任化、法人本部事務所に配属し、３地域・16事業所へのサポー
ト体制を進める考えです。
昨年の各事業所所長が、本部に集中し、事務職員が本部事務所に配置されるなど、大きすぎる組
織改革の中で、利用者・家族、地域の皆さんには大きな不安をもたれるのではないかと思います
が、前述の重点課題を実現するには、法人の力を集め推進していくことが不可欠です。それには、
宇都宮・県東地区にわたって展開されるているこぶしの会の福祉サービスが、どのような状況に
なっているのか、問題点があれは総力を合わせ改善を、良いところがあれば全事業所の力にしてい
くことを一つの法人として考えられることが求められます。この前進し、後退することのない法人
のしくみづくりを緊急の課題として今年度は取り組んでいきたいと思います。
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❼ サポーターズ

今年から法人全体の生産活動部のアドバイザーとして関わっていただくことになりました、（株）
ファーム・アンド・ファーム・カンパニー代表・藤井大介氏をご紹介致します。

この４月からこぶしの会の生産活動部に入り、利用者の工賃を向上させる
ための支援をすることとなりました。それは、今行っているパンや弁当事業
の売上向上による利用者の工賃の向上だけでなく、私の専門とする農業に関
する事業などを新たに創出することで行っていく予定です。それゆえ、こぶ
しの会を理解するために、事前に各事業所の現場を経験し現状を分析しまし
た。その結果、工賃を向上するためには、“組織的な体制づくりと職員の能
力・意識の向上”が不可欠で、そのための組織改革が必要であると認識しま
した。
まず行うべきことは、権限と責任が各事業所でバラバラで、明確な定義付けがされていない点を克服

することだと考えます。明確な権限と責任の委譲がされていないために、意思決定が思うように進ん
でいません。そして次に、職員の教育制度で、職員の能力が向上し、自信をもつための組織的な教育シ
ステムと、後輩への教育意識が十分ではありません。
また、職員の意識ですが、「福祉だけを行えば十分でない」ことを理解する必要があります。“工

賃”という言葉が存在する以上、ビジネスというものが存在することを明確に理解し、職員は福祉と
してのプロであると同時に、何らかの技術をもった職人にならざるを得ません。お客様からお金をも
らう以上は、福祉だからという妥協は一切許されませんが、現状は福祉のプロとしての意識はあるもの
の、職人としてのプロの意識が十分ではありません。
そのため、職員の皆様と一緒になって組織体制の骨格づくり、職員の教育制度の構築、事業をまた

ぐ横断的なプロジェクト組織によって、工賃向上のための意識としくみ作りを行い、最終的に工賃向
上につなげることを行っていきます。

〜（株）ファーム・アンド・ファーム・カンパニー 代表 藤井大介氏〜

藤井大介氏 プロフィール

９８年 防衛大卒、同年防衛庁（現防衛省）海上自衛隊に幹部自衛官として入隊。
０２年 テキサス大学院修了。同年川崎重工。
０４年 本田技研研究所へ入社。４輪の制御サスペンションの開発に携わる。
０９年 ファーム・アンド・ファーム・カンパニー設立
埼玉県出身。３４歳

～ こぶしの会を地域の大切な社会資源に育てるため、私たちは強力にバックアップします ～

後援会
保護者会・ボランティアのページ

後援会
保護者会・ボランティアのページ

サポーターズ
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本会の定款、事業計画、財務諸表等を閲覧ご希望の方は、各事業所までお申し出ください（閲覧時間 8:30 〜 17:00）

こ ぶ し 作 業 所
・就労移行支援事業
・就労継続支援 B 型事業
・生活介護事業
・自立訓練（生活訓練）事業
障がい者生活支援センター こぶし
・在宅障害（児）者の相談・支援

こ ぶ し の と き わ 荘
・知的障害者ケアホーム
く る み
・知的障害者ケアホーム
け や き 作 業 所
・就労継続支援 B 型事業
・生活介護事業
・日中一時支援事業
第 ２ け や き 作 業 所
・就労移行支援事業
・就労継続支援 B 型事業
県東ライフサポートセンター

「ほっとＣＨＡ」
・地域活動支援センター
県東ライフサポートセンター「真岡」
・就労移行支援事業
・就労継続支援 B 型事業
ホ ー ム ひ ま わ り
・知的障害者ケアホーム
け や き ハ イ ツ
・知的障害者ケアホーム
第 ２ け や き ホ ー ム
・精神障害者グループホーム
コ ー ポ 峰
・知的障害者ケアホーム
セ ル プ・ み ら い
・就労移行支援事業
・就労継続支援 B 型事業
・生活介護事業
ぽ て っ と
・知的障害者グループホーム
芳賀地区障害児者相談支援センター
・在宅障害（児）者の相談・支援
県東圏域障害者就業・生活支援セ
ンター「チャレンジセンター」
・障害者の就業相談・支援

法 人 本 部

〠321-0126 栃木県宇都宮市茂原町837–1
   TEL 028（653）1020 FAX 028（688）1121

  E-mail kobushi@chive.ocn.ne.jp

〠321-0902 栃木県宇都宮市柳田町1401
   TEL 028（613）5703 FAX 028（666）6128

  E-mail kobushi-sw@tenor.ocn.ne.jp
〠321-0139 栃木県宇都宮市若松原2–6–8

   TEL 028（653）1477
〠321-0912 栃木県宇都宮市石井町字内野2867–3

   TEL 028（664）0414
〠321-3304 栃木県芳賀郡芳賀町祖母井2244

   TEL 028（687）1040 FAX 028（677）5789
  E-mail keyaki@carrot.ocn.ne.jp

〠321-3303 栃木県芳賀郡芳賀町稲毛田1532
   TEL 028（677）0495 FAX 028（687）4818

  E-mail inageda@fancy.ocn.ne.jp
〠321-3303 栃木県芳賀郡芳賀町稲毛田1532

   TEL 090（7820）9165

〠321-4305 栃木県真岡市荒町3–9–5
   TEL 0285（83）2567 FAX 0285（83）2567

〠321-3321 栃木県芳賀郡芳賀町大字下高根沢字下原3932–79
   TEL 028（666）4253

〠321-3304 栃木県芳賀郡芳賀町祖母井178
   TEL 028（677）2876

〠321-3304 栃木県芳賀郡芳賀町祖母井1024–1
   TEL 028（677）0776

〠321-3304 栃木県芳賀郡芳賀町祖母井775–2

〠321-4363 栃木県真岡市亀山1043–23
   TEL 0285（81）1155 FAX 0285（81）1177

  E-mail selp-mirai@carrot.ocn.ne.jp

〠321-4364 栃木県真岡市長田1–12–5

〠321-4305 栃木県真岡市荒町110−1  市総合福祉保健センター内
   TEL 0285（80）7765 FAX 0285（80）7765

〠321-4305 栃木県真岡市荒町111–1
   TEL 0285（85）8451 FAX 0285（85）8452

〠321-0902 栃木県宇都宮市柳田町1401
   TEL 028（613）3707 FAX 028（666）6128

  E-mail sphb8h99@jewel.ocn.ne.jp
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桜も散り、新緑がさわさわと心地いい今日この頃、いかがお過ごしでしょうか。私は春
が大好きなのですが、今年はあまり春らしい暖かさが感じられず、肌寒い日が続いたよう
に感じ残念です…

今年度から編集委員になりました。今まで読む側だった自分が今度は作る側になり、わ
くわくしています。より面白いものを皆様に届け、もっとこぶしの会を知っていただけた
らなと思います。よろしくお願いいたします。  (森島)

松本 裕生  小林 勇次  菊地  豊  星野 早苗  廣本 佳奈子 森島 知代
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